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光捕集するフルオレンを持つジホスフィンを配位子
とする単核、二核、三核ロジウム錯体の合成
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フルオレンを含む新しいジホスフィン配位子を開発し、こ
れを有する単核、二核、三核錯体を新たに合成した。
ロジウム１原子あたりに規格化した紫外可視吸収スペクト
ルを比較すると、核数が増えるに従い、著しく吸光度が向
上し、多核化の効果が現れた。
New trinuclear complex having light-harvesting 
diphosphine ligand is synthesized.


